
出品リスト
10月5日～8日は展示替のため休館



No. 作品名 員数 作者名・窯名称 国 時代 技法 / 材質 大きさ 前
期

後
期

第１章　水墨画の興隆―室町時代から江戸時代へ

1 叭々鳥図 一幅 牧谿（生没年不詳） 中国 南宋時代
（13 世紀） 紙本墨画 54.1×30.5cm

2 花鳥図 一幅 曽我宗誉（生没年不詳） 室町時代
（16 世紀） 紙本墨画着色 75.0×43.6cm

3 四季花鳥図屏風 六曲一隻 伝 雪舟（1420–1502もしくは 1506） 室町時代
（15 世紀） 紙本墨画着色 158.8×348.7cm

4 花鳥図屏風 四曲一隻 伝 狩野松栄（1519–92） 室町時代
（16 世紀） 紙本墨画 157.3×240.0cm

5 青磁香炉 龍泉窯 中国 南宋–元時代
（13 世紀） 高 10.2cm

6 鉄地銀象嵌雁香炉 中国 明時代
（14–17 世紀） 高 33.2cm

7 堆黒双鳳文盒 中国 元時代
（14 世紀） 径 39.6cm

8 堆朱花鳥文稜花盆 中国 明時代
（14–17 世紀） 口径 32.4cm

9 竹鶴図屏風 六曲一双 長谷川等伯（1539–1610） 桃山時代
（16 世紀） 紙本墨画 各156.2×361.0cm

10 破墨山水図 一幅 画・雪舟（1420–1502もしくは 1506）
賛・景徐周鱗（1440–1518）

室町時代
（15 世紀） 紙本墨画 22.3×35.3cm

11 待花軒図 一幅 画・周文（生没年不詳）
賛・大岳周崇（1345–1423） 他八僧

室町時代
（15 世紀） 紙本墨画 109.7×35.3cm

12�○ 山水図 一幅 伝 周文（生没年不詳） 室町時代
（15 世紀） 紙本墨画淡彩 90.4×35.1cm

13�○ 武陵桃源・李白観瀑図 二幅対 岳翁蔵丘（生没年不詳） 室町時代
（15–16 世紀） 紙本墨画淡彩 各 112.5×21.5cm

14 廬山観瀑図 一幅 画・相阿弥（生年不詳 –1525）
賛・彦龍周興（1458–91）

室町時代
（15 世紀） 紙本墨画淡彩 113.2×29.6cm

15 堆朱牡丹文盒 中国 明・宣徳年間
（1426–35） 径 22.1cm

16 堆黒花鳥文稜花盆 中国 元時代
（13–14 世紀） 口径 44.8cm

17 叭々鳥・小禽図屏風 六曲一双 狩野探幽（1602–74） 江戸時代
（17 世紀） 紙本墨画 各 155.1×361.4cm

第２章　新しい個性の開花―江戸時代から近代へ

18 蹴鞠布袋図 一幅 尾形光琳（1658–1716） 江戸時代
（18 世紀） 紙本墨画 101.9×28.9cm

19 瓢鯰図　 一幅 画・池大雅（1723–76）
賛・大典顕常（1719–1801）

江戸時代
（18 世紀） 絹本墨画 123.8×43.8cm

20 鶴図押絵貼屏風 六曲一双 伊藤若冲（1716–1800） 江戸時代
（18 世紀） 紙本墨画 各図 130.9×

51.5–54.5cm
右
隻

左
隻

21 松陰飼鶴図 一幅 田能村竹田（1777–1835） 天保元年
（1830） 紙本墨画淡彩 124.0×38.5cm

22 山水図 一幅 浦上春琴（1779–1846） 天保 10 年
（1839） 紙本墨画淡彩 140.2×42.4cm

23 蓬莱山図 一幅 富岡鉄斎（1837–1924） 大正 12 年
（1923） 紙本墨画淡彩 142.5×38.9cm　

24 瀟湘八景図巻 一巻 画・岩佐又兵衛（1578–1650）
賛・陳元贇（1587–1671）

江戸時代
（17 世紀） 紙本墨画 30.4×448.3cm

・目録の順番は陳列の順番と必ずしも一致しません。
・作品はすべて出光美術館蔵です。
・国名（日本）は省略しています。
・前期展示（９月12日～10月４日）、後期展示（10月９日～11月３日） ※10月５日～８日は展示替えのため休館。

出品リスト
○ ＝ 重要美術品



No. 作品名 員数 窯名称・様式・作者 時代 技法 / 材質 大きさ 前
期

後
期

第３章　「筆描き」のやきもの―志野と絵唐津

35 志野山水文鉢 美濃 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 27.8cm

36 志野草に籠目文鉢 美濃 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 25.9cm

37 志野兎文茶碗 美濃 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 13.2cm

38 志野紅葉文水注 美濃 桃山時代
（16–17 世紀） 高 19.0cm

39 志野草花文鉢 美濃 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 27.9cm

40 絵唐津葦文深鉢 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 22.3cm

41 絵唐津草花文耳付四方花生 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 高 24.4cm

42 蘭画賛 一幅 仙厓（1750–1837） 天保２年
（1831） 紙本墨画 29.5×44.0cm　

43 竹画賛 一幅 仙厓（1750–1837） 江戸時代
（19 世紀） 紙本墨画 46.9×55.5cm

44 絵唐津草文手付水注 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 高 12.4cm

45 絵唐津山水文四方内反鉢 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 径 21.3cm

46 絵唐津松竹鳥文大皿 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 51.6cm

47 絵唐津葦文大皿 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 口径 37.2cm

48 絵唐津草文皿　 四客 唐津 桃山時代
（16–17 世紀） 各口径 18.0cm

No. 作品名 員数 作者名 時代 技法 / 材質 大きさ 前
期

後
期

25 雑図巻 一巻 鈴木其一（1796–1858） 江戸時代
（19 世紀） 紙本墨画 29.4×802.5cm

26 晦明変化図 一幅 浦上玉堂（1745–1820） 江戸時代
（18 世紀） 紙本墨画淡彩 27.1×29.6cm

27 布袋画賛 一幅 仙厓（1750–1837） 江戸時代
（19 世紀） 紙本墨画 32.4×57.4cm

28 鍾離権図 一幅 俵屋宗達（生没年不詳） 江戸時代
（17 世紀） 紙本墨画 102.6×41.2cm

29 蜀桟道図 一幅 池大雅（1723–76） 江戸時代
（18 世紀） 紙本墨画淡彩 136.0×57.5cm

30 蘭図 一幅 田能村竹田（1777–1835） 文化 11 年
（1814） 紙本墨画 163.2×65.1cm

31 風雨渡江図 一幅 谷文晁（1763–1840） 文政８年
（1825） 紙本墨画淡彩 174.0×91.0cm

32 旭光照波図 一幅 富岡鉄斎（1837–1924） 大正 11 年
（1922） 紙本墨画淡彩 131.5×64.9cm

33 青山雨晴図扇面 一幅 浦上玉堂（1745–1820） 江戸時代
（18–19 世紀） 紙本墨画淡彩 49.5×18.0cm

34 水上葫蘆画賛 一幅 仙厓（1750–1837） 江戸時代
（19 世紀） 紙本墨画 36.3×58.4cm



本展出品作家略歴
牧　谿

（生没年不詳）

13 世紀後半、中国南宋末元初の僧。禅宗の高僧無準師範（1177–1249）の弟子で六通寺で活動した。法諱は法常、号が牧谿。水
墨画家として名高く、日本の水墨画に大きな影響を与え、最も高く評価されてきた画家の一人。

周　文
（生没年不詳）

周文は、室町時代中期の禅僧・画僧。周文は字で、道号は天章。相国寺で如拙に画を学び雪舟の師となった。南宋の宮廷画家、
馬遠や夏珪の水墨画様式を踏まえた周文様式水墨山水は当時の水墨山水図の典型的様式となった。

雪　舟
（1420–1502もしくは 1506）

室町時代の禅僧、画僧。東福寺僧で後に相国寺に入り、周文が取り入れた馬遠・夏珪の様式を引き継いだ。後に中国へ渡り、夏
珪作品に触れ、日本水墨画を大成した画人として、日本美術史上の巨匠の一人とされる。

岳翁蔵丘
（生没年不詳）

室町後期の画僧。諱は蔵丘。了庵桂悟（1425–1514）などの五山禅僧との交友関係から、東福寺との関係が窺える。文明 18 年（1486）
以前に周文系統の水墨画風を継承したとされる。緻密な馬遠風の周文様式に夏珪様の湿潤で粗放なものを加えて新しい境地を作った。

相阿弥
（生年不詳 –1525）

室町後期の画家。将軍足利義政に仕えた同朋衆で、祖父の能阿弥、父の芸阿弥に続いて、将軍家関係の書画・唐物の管理や鑑定、
会所の座敷飾に従事し、絵も描いた。将軍家関係の所蔵品をまとめた『君台観左右帳記』をあらわした。画は筆致と濃淡の墨色の変
化を巧みに使った湿潤なもので牧谿様を慕い、また祖父の能阿弥の作風をも継承して阿弥派の画風を完成した。

曽我宗誉
（生没年不詳）

墨谿―宗丈―紹仙―宗誉と室町中期から江戸初期まで断続的に存在した漢画系画派の曽我派の画家。号として代々蛇足を名乗っ
た。宗誉の後の紹祥に一時期長谷川等伯が学んだといわれる。

狩野松栄
（1519–92）

桃山時代の狩野派の画家。狩野元信の三男で、狩野永徳の父。兄の早世により家を継いだ。父の狩野元信から、子の狩野永徳へ
二人の巨匠とつなぐものとしてだけでなく、自身もその優美で静謐な画風が近年評価される。

長谷川等伯
（1539–1610）

能登国七尾（現在の石川県七尾市）の生まれ。京都へ進出し様 に々絵を学び、雪舟の弟子・等春の門人となる。中国宋元や室町時
代の水墨画に傾倒、水墨障壁画を制作し、長谷川派は一時狩野派に対抗する存在となった。後年は雪舟に傾倒、日本の風土に根
付いた水墨画を作り上げた。

岩佐又兵衛
（1578–1650）

戦国武将荒木村重の子で、京都、福井、江戸の地で活躍した。武家出身ながら画家になり又兵衛風とわかる独特の風貌をした人物
図など幅広い画業の中で名作を残した。

狩野探幽
（1602–74）

江戸初期の画家。永徳の孫。孝信の長男。兄弟に尚信、安信がいる。後に鍛冶橋狩野家の祖となり江戸幕府の御用絵師となった。
江戸で幕府御用絵師となり、桃山時代の豪壮豪麗な様式に対して、瀟洒淡白な画風を特色とし、江戸狩野派繁栄の基礎を築いた。

俵屋宗達
（生没年不詳）

桃山から江戸初期にかけての画家。俵屋は屋号。伊年・対青軒の印を用いた。琳派の祖。京都の上層町衆の出身とみられ、扇面
画や色紙絵などに大和絵の伝統を新解釈した斬新な装飾的画法を示し、水墨画にも新風を吹き込んだ。

尾形光琳
（1658–1716）

江戸前期・中期の画家、工芸家。弟は陶工として名を馳せた尾形乾山。山本素軒から狩野派の画法を学んだというが、俵屋宗達や
本阿弥光悦の作風に惹かれながら独自の画風を開拓し、豊かな装飾性と、造形感覚に優れた琳派様式を確立した。

伊藤若冲
（1716–1800）

京都の青物問屋「枡屋」の長男として生まれた。狩野派の大岡春卜に師事したのち、琳派の尾形光琳の画風を研究する一方で、本
草学の写実に影響を受け、中国の宋・元・明代の絵画を模して学んだ。精緻濃密な筆で描いた「動植綵絵」（三の丸尚蔵館蔵）が有
名だが、墨のにじみを活かした筋目書きの水墨画も描いた。

池大雅
（1723–76）

文人画家、書家。中国より新たに紹介された元明の文人文化に深い憧れを抱き、文人画を典範とした作品を数多く描いた。与謝蕪村
とともに、日本の南画の大成者とされる。弟子に大阪の文人画家・本草学者の木村兼葭堂などがいる。

浦上玉堂
（1745–1820）

備前鴨方藩士の家に生まれる。中国画の模写をするなど絵を学び、南画家の谷文晁らと交友。文人墨客との交流が増え、琴、書画
中心の生活のとなり、49 歳で官職を退いて出奔・脱藩した。存命中は画家としてより詩人、音楽家（七弦琴士）として知られた。

仙　厓
（1750–1837）

軽妙洒脱な水墨画をよくした。僧名は義梵。寛政元年（1789）博多の聖福寺の盤谷紹適に嗣法して、第 123 世の席を嗣ぎ、同寺の
整備に尽力した。文化８年（1811）隠退ののちは詩書画三昧の生活に入り、特有のユーモアに富んだ画風を確立していった。

谷文晁
（1763–1840）

関東文人画の大成者とされる。幕府の旗本で狩野派の絵師だった加藤文麗に学び、その後、長崎派の渡辺玄対、中国北宋画を得
意とした北山寒巌、南画の釧雲泉など、さまざまな画派を学び、「八宗兼学」といわれる画様の広い文晁独自の画風を確立した。

浦上春琴
（1779–1846）

玉堂の長男。16 歳の時、父の脱藩に同行して岡山を出奔、以後、京都を活動の拠点とした。写生に基礎を置く温和な山水・花鳥を
描き、洗練されて気品のある画面を持ち味とする。頼山陽らとの交友で知られる。晩年の玉堂と同居した。

田能村竹田
（1777–1835）

豊後国岡藩の藩校・由学館の講師。文化 10 年（1813）隠居し、以後京坂を中心とする文人たちとの交流を重ね詩書画にいそしむ。
また長崎や関西への遊学などによって画法を変化させていった。『山中人饒舌』（天保６年（1835）刊行）で江戸時代の文人画（南画）や
東洋芸術の真髄、理念を論じた。

鈴木其一
（1796–1858）

鈴木其一は、江戸時代後期の絵師。江戸琳派の祖・酒井抱一の弟子で、その最も著名な事実上の後継者である。宗達・光琳・抱一・
其一を琳派の大家とする。弟子に神坂雪佳がいる。鋭敏で装飾的な造形感覚は、明治以降の日本画壇やデザイン界へ影響を与えた。

富岡鉄斎
（1837–1924）

画家。国学・儒学・仏典を修め、歌人太田垣蓮月に学ぶ。明治元（1868）年から各所の神社の宮司を務め、神社復興に尽力。明
治 14 年（1881）以降は京都に戻り、学問と画業に専念し、南画壇の重鎮となった。最晩年まで盛んな制作活動を行い、独自の画境
を築きあげた。


